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戶
田
武
雄
著
.：

「

計

畫
經
濟
ヾ」

職
能
偸
理.

賀

:
:へ*

題

：の
馨_
は
灌
者
月
田
氏
；篇

：ネ
^

«
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現
代
の
時
局
•に
關
係
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
取
扱
つ
て
居
る
問
題
は
實
に
多
方
面
に
亙
り
、
著
者
の
博
覽
强
記
を
思
は
せ
る
。
內
外
：

,

>....•
.
.
!
.
.
.
.
.
*
. 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

.
、
. 

. 

-
.
:
.
.
. 

、
. 

• 

. 

.：
#
, 

v
-
s
r
i 

,..

.ぐ
...-

.

.

.

. ••■•
-
.
-
'

■ 

« 

:

の
學
者
の
文
献
を
涉
獵
し
つ
.
\ 

.
訊
畫
經
濟
.を
論
•じ
、
彼
術
を
論
じ
、-
,戰
爭
を
語
り
、
家
族
論
か
ら
職
能
倫
理
其
他
幾
つ
か
.の

問
 

論
私
取
辍
；つ
^

居

基

^

ぬ
雷
畫
經
濟
に
關
ず
茶
1

5
泠

論

文

を

餘

ぃ

ザ̂

べ
き
程
，の
も
の
で
は
な
：

S
.

が
、
著
者
が
引
用
し
た
り
紹
介
し
た
り
批
評
し
た
り
し
て
居
る
國
內
國
外
の
多
數
の
範
圍
の
廣
さ
に
は
敬
服

■ 

-
. 

, 

• 

• 

'
« 

- 

• 

- 

.

ィ
 

.

.

.

.
’
.
. 
.
.■-
:•*
.

に

値

认

：
ず

る
4

の」

馨

：る'-
0
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¥

著

書
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譯
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の

藪

多

く

上

.
；つ
：
：て

房
;^

こ
：と
を
思
な
合
せ
る 

.

に
は
怠
惰
な
る
も
の
を
鞭
.つ
も
の
が
あ
る
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此
書
物
で
最
も
犬
な
部
分
を
占
め
る
も
の
は
計
畫
經
濟
に
關
す
る
二
つ
の
論
文
で
あ
る
。

一
つ
は「

統
制
、の
經
濟
學」

と
題
し
、
舊
四 

六
判
' 

三
'百
餘
焉
の
*

書
の
伞
分
の
；最
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％
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濟
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的
に
,

せ
る
も
の
で
あ
る
。
' 荞
者
は
レ
ー
デ
ラ
ー
と「

大
體
に
於
て
意
見
を
同
じ
く
し
て
居
る」

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
紹
介
は

-.
-

_

時

ぬ

奢
«

&
意

見

：と&
で

;*
い
^

で

あ

ら
5,
'。
，
後

半

ぼ

忠

實

に

满
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會
ま
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PIatming( 

1
9
3
7
'L
_
に
依
つ
て
各
刚
の
統
制
經
濟
又
は
評
截
經
濟
の
型
を
描
き
出
さ
ぅ
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

ノ

他

の1

つ
■の
論
文
は
之
亦
レ
ー
デ
ラ
ー
の
計
畫
經
濟
論
の
繇
譯
的
紹
介
で
あ
る
が
、
前
記
の
•は
ア
メ
リ
ヵ
で
編
鎵
さ
れ
た
社
#
科
學 

.
エ
ン
#

ィ
、

V

ロ
ぺ
デ
づ
ア
に
寄
稿
.し
た
原
著
者
の
論
文N

a
t
i
o
n
a
l
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の
紹
介
で
あ
：る
に
對
し
、
後
者
は
原
著
者
'の
.■ 

小
著
'
^anwirtscbaft 6

紹
介
で
あ
る
。
兩
論
文
‘其
に
今
日
ょ
り
十
年
近
‘く
も
以
前
に
、
當
時
め
卜
ィ
ッ
の
、深
刻
な
不
景
氣
を
前
に
し 

て
發
敦
さ
れ
た
も
の
，.で
‘あ
り
、
現
代
.の
社
會
事
情
と
大
い
に
異
る
所
が
あ
る
。
併
し
紹
介
者
は
、
旣
に
歷
史
的
に
な
つ
た
け
れ
ど
も
ミ 

，
1
ゼ
ス
.流
計
畫
經
濟
論9

：

流
行
ず
石
今
日
之
を
說
く
理
由
於
大
い
に
在
る
へ
る
の
で
あ
る
。
’

.
1
,
著
营
は
嘗
て
數
ヶ
月
前
公
刊
し
‘た
其
著「

經
濟
哲
學」

(

上
卷•

)

.に
淤
.て
筆
者
の
ミ
.丨
ゼ
ス
流
の
計
畫
經
濟
不
可
能
論
を
-^
刹
せ
ら
れ
' 

た
が
、
筆
笤
诚
之
ま
で
•知
ら
ず
に
居
り
、
最
近
友
人
か
ら
敎
へ
ら
れ
た
の
で
、
今
此
機
會
に
批
判
に
答
へ
、
且
つ
筆
者
'の
眞
意
を
徹
底 

さ
せ
た
い
と
思
ふ
。

'

著
者
の
意
，見
は
レ
ー
デ
.ラ
ー
の
說
に
大
體
賛
成
で
あ
る
と
い
各
£

と
で
あ
る
が
、
本
著
書
忆
於
け
る
紹
介
に
は
修
正
や
何
等
變
辑
を
：
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.加
へ
^
れ
た
跡
を
見
る
匕
と
は
で
き
な
い
，樣
で
あ
る
。

レ
ー
デ
ラ
ー
の
說
に
付
て
は
筆
者
は
嘗V

本
誌
第
三
十
卷
第
九
號
に
簡
單
な
批 

判

を

爲

し

、
.
其

不

徹

底

な

論

旨
§:
'
難
じ
た
結
論
に
就
て
は
何
筹
變
へ
'る
必
要
は
な
い
と
思
つ
て
@
る
。
社
#
主
|
|
的
計
«:
*
經
濟
は
合
理
_ 

袖
に
不
可
能
で
あ
る
。

'
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V
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.
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.-

, 

著
#
は
、先
づ
第
，

r

に
筆
者
の
採
る
所
の
純
縣
經
濟
學
的
觀
察
を
排
馨
せ
‘ら
れ
る
•の
で
あ
.る
が
、
經
濟
人
、
經
濟
性
の
原
理
か
ら
出
發 

す
る
議
論
は
，
f

の
势
へ
に
依
れ
ば
、'1

面
的
、
孤
立
化
的
方
法
に
蕋
く
も
の
で
■あ
つ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
自
體
と
し
ズ
認
識
價
値
を 

有
•す
る
も
の
.と
考
へ
タ
。
-純
粹
經
濟
學
的
方
法
-の
外
に
、
純
粹
理
論
の
社
會
蚱
條
件
を
取
扱
ふ
所
の
經
濟
の
社
會
學
的
研
究
を
私
は
決 

.戶
田
武
啡
辤「

計
寶
鼽
濟
ど
職
能
偷
理J. 
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し
て
否
定
す
る
_

、で
は
な
く
、
今
日
の
如
き
轉
換
期
の
時
世
に
於
ズ
は
反
つ
，て
頰
る
必
耍
で
'ぁ
り
>
從
來
の
個
人
主
義
的
な
資
本
制
經 

:

濟
•紐
織
の
性
，格
變
化
の
箋
ま
れ
て
居
る
時
代
に
は
猶
ほ
一
層
必
要
.で
ぁ
る
と
さ
へ
考
ベ
る
。
が
そ
れ
と
同
時
に
純
粹
經
濟
的
觀
察
も
亦 

‘

斯
様
な
混
1

に
於
て
、
1

面
の
眞
理
を
指
摘
す
る
上
に
‘於
て
重
要
な
任
務
を
梁
す
も
.(
7
)で
办
る
、
私
は
著
箸
が
レ
ー
デ
'ラ
ー
の
ィ
デ
" 

V
オ
口
ギ

ー
を
克
復
さ
れ
、
若
•し
純
粹
•經
濟
學
を
排
擊
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
其
•代
り
に
な
る
所
の
、
現
代
の
支
配
的
な
ィ
デ
オ
.
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•す
る
經
濟
社
會
學
を
組
立
て
ら
れ
、
以
て
社
會
磬
的
觀
察
に
之
ま
■で

餘

り

注

意

を

拂

は

な

か

つ

た

者

，に
焉
し
て
敎
示
せ

.ら

れ

ん
.£
'.
-

.

.

• 

. 
•と
を
願
ふ
.の
^

あ
.る
^

1ぐ-
■
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'、
現
代
の
全
體
主
義
的
思
想
は
數
年
前
ま
で
支
诩
的
で
ぁ
，
つ
た
個
人
主
義

_の
思»
,と
芷§
.
の
立
場
に
立
つ
^
の
で‘ぁ
る
。
而
し
て
自

ーー;

,'
.:.
-
'
.
.
:

:-
:

&

_
義
：9
.藝
昧
歷
史
的
杧
名
本
ず
能
皂

盡
物
を
益
々
響
大
せ
し
む
.る
と
い
'
ふ
經
濟
的
自
由
の
效
果
を
自
主
的
な
る
統
制
を
通
じ
て
實
現
せ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
そ
れ 

は
我
が
鼢
に
於
て
木
に
據
つ
て
魚
を
求
む
る
も
の
と
な
< >

て
し
ま
づ
か
？
銃
制
に
統
'制
が
加
，り
、
そ
れ
が
組
織
的
社
畫
性
を
帶
び
て
來 

:

る
に
連
れ
て
嘗
て
の
自
主
的
精
_

は
粜
縳
に
束
縛
を
加
へ
ら
れ
.る
樣
に
な
つ
た

.-
0
泥
し
.て
個
人
主
義
の
思
想
、
資
本
制
紐
織
に
於
け
る
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斯
く
の
如
き
現
象
.は
私
ゆ
組
織
的
な
自
治
統
制
に
ょ
る
自
由
の
效
搌
へ
の
希
望
を
空
しV

し
，た
け
れ
ど
も
ノ
そ
れ
は
同
時
に
他
方
に 

.於
て
計
晝
經
濟
が
必
ず
や
人
.々
の
.勞
働
の
•自
由
も
-
消
費
の
自
由
を
も
蓍
し
く
制
限
す
る
の
で
な
け
れ
过
行
は
れ
難
い
と
い
ふ
論
旨
を 

實
地
に
證
明
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
セ
あ
る
。
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忙
限
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判
親
き
に
於
览
斯
掾
激
完
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シ
ア
と
そ
は
唯j

の
社
會
生
義
的
な
曝
で
あ
る
•
が
、
今
の
此
國
に
於
て
完
全
な
私
有
財
產
否
認
，は
，行
.
は
れ
て
居
ら
ず
、
私
的
市
場
の
存 

在
が
認
め
ら
れ
.て
居
ざ
.
の‘
で
‘

る
''
.

0

私
ぼ
如
何
に
强
大
な
る
獨
裁
的
權
力
を
•
以
て
し
：•て
も
完
全
.な
共
產
主
舞
の
思
想
を
實
現
す
る
こ
と 

は
、
經
濟
询
■
に
で
き
■
な
い
.
で
あ
ら
う
.と
考
ベ
そ
居
る
。

口
.シ
ア
に
於
て
.
五
ヶ
年
計
畫
が
浪
費
6

自
由
を
制
限
す
る
こ
と
な
し
に
行
は
れ

,
'.
.'

;

*
友

立
, ^
::
>

:»

汸
教
軍
撒
序
蜜
0 1

轉
其
多
額
ー
？
：
投

賽

^

^

二

C

 : :j:

が
、r

集
命
.以
魅
：
3

%
有
餘
年
：を
經
だ
_

;:
0

忆
：赞

;.
;
'::
.
''.
'■
所
で
：あ
■

〔

»

^ ,
_

如
#

瑰
，潫
は
：明
か
^

靡
民
/の
清
費
；の
1

由
於
^

:

:
'ス
：::
.
.
:
.
.
\
«
4
名

，
序
一
:
岁

的

私

坐

乾

計

畫

游

立

案

蹇

の
自
由
も
亦
著
し
く
制
限
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
々
に
は
せ
い
^
^

一
 

定
の
.
與
へ
.
ら
れ
衣
.る
就
職
の
機
會
の
中
の
何
れ
か
一
つ
を
選 

.
ぶ
と
い
ふ
自
F1
1

が
あ
る
丈
.け
で
あ
つ
て
、
自
ら
の
發
意
に
依
つ
て
或
事
業
を
^

!

し
た
り
"

任
意
•に
仕
事
を
起
し
た
り
す
る
と
と
は
で

.

、

き
.
な
い
で
あ
ら
う
。
或
る
財
貨
が
著
し
く
不
足
し
て
居
る
こ
と
を
知
つ
て
も
、
直
ち
に
之
を
供
給
す
.
る
事
業
を
開
始
し
ょ
う
.と
い
ふ
こ
-

, 

• 

. 

•
. 

'
. 

. 

-

:

,
..
:
'
:
:>i
:a

計
畫)

の
：霧

.
な
.

®

^

に
於
て
.
許
き
枚
海
い
_

長
：年
€
疋
苴
务
計
鼙
呔 

の
：：

で

あ

恳

う

：
が

ぶ

色

：

4

な
自
然
的
並
被
社
會
的
敫
慕
_

人

聲

の

本

測

：

^セ
^
^
^

::

ソ>
^
々
^ :

不
测
於
滌
件
_

遭
遇
米
冬
-

激
性
於
太
<:
.'
'
,
_

應
變
也
^
^

や
奮
の
自
由
I

f

制
l

o

i

l

い
で

あ

き

。
そ
れ
は
個
人
S

利
の
平
f

か
、「

欲
蕾
應
じ
て
I

し

,

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

■ 

• 

. 

-
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.

：

ニ

六

r

九
1

H

0
 

,

能
力
に
：應
じ
.て
働
く
：！
の
I

理
想
に
描
^

て
痗
る
共
寧
王
義
■の
埋
相I

か
ら
隔
る
こ
と
霞
い
も
の
で
あ
る
Q 

,
’
，

.
•;

現

代

や全
！
！

主

義

的

と

い

は

れ

る'®
々
杷
行
は
，れ
ヴ
、
あ
る
計
®
經
濟
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
て
ロ
.
ク
ザ
と
は 

大
な
懸
隔
が
あ
り
、
社
會
主
_
的

-f
t
聱
經
濟
I
,ば
計
#
.經
濟
と
呼
ん
で
來
た
舊
來
^
用
語
に
從
へ
ぱ
寧
ろ
腓
の
言
葉
で
、
即
ち
銃
制
經
：
 

濟
と
呼
ん
だ
方
が
ま
ぎ
レ
は
し
-'
<
な
，く

て

よ

い

と

思

ふ̂
で
奴
る
> 
此
等
の
.國
ナ
の
、金
體
主
義
‘の
思
想
に
依
れ
，ば
、
消
費
の
自
由
や
勞 

,

败
の
自
由
を
國
民
に
，典」

へ
る
か
與
へ
な
い
.か
と
い
ふ
こ
と
は
第一

•次
的
の
問
題
で
は
な
く
、
.如
何
に
し
.て
超
個
人
的
な
國
家
的
全
體
目
. 

的
令
達
成
し
よ
う
か
と
い
ふ
こ
と
が
'第
一
の
激
題
と
な
る
。
而
し
て
經
.濟
政
策
>1
-
の
目
的
は
簡
單
に
言
へ
ば
國
防
國
家
の
.建
設
の
爲
に
- 

必
要
な
生
產
カ
擴
充
と
い
へ
る
'で
あ
ら
う
？
ぞ
れ
■に
は
從
來
個
人
主
義
的
な
思
想
と
&
由
主
義
的
な
政
策
に
導
が
れ
て
居
つ
た
國
民
經 

濟
機
權
を
洱
編
成
才
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
.の
’で
あ
る
？
此
任
務
を
遂
行
し「

よ
う
と
し
v
>
.猶
ほ
從
來
の
資
本
制
經
濟
■組
織
の
上
に
統
.一，
 

的
な
統
制
又
は
計
聲
の
經
濟
政
策
を
.實
行
し
よ
う
と
'す
る
'所
に
現

代

の

苦

難

，が
あ

る

の

で

，あ
る
。

斯
く
の
如
き
計
猫
經
濟
の
强
行
の
背 

.
後
に
は
故
に
ハ
イ
-

H-

ク
的
で
•も
な
く
、

レ
ー
デ
ラ
ー
的
で
も
な
い
イ
デ
オa

ギ
ー
で
あ
.る
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
此
政
策
の
'成
否
.は
今 

猶
ほ
試
鍊
の
過
程
.に
在
る
の
で
あ
つ
て
斷
言
は
で
き
な
い
，が
、
そ
れ
於
如
何
な
る
目
的
’の
爲
•に
遂
行
さ
れ
る
も
の
に
せ
よ
、
個
人
の
經 

濟
的
自
由
を
徽
裁
的
に
制
限
す
る
慚
の
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
0'
ド
イ
ッ
や
日
本
に
於
て
戰
钡
の
爲
に
消
费
物
資
が
一
般
的
に
減
少 

; '
:

.

.1
>
'
:

.
0
:、

;|
>
る
^
い
.ふ
右
と
故
消
費
を
—
自
由
、
妒

じ

む
. ^

,

財
の
生
產
の
方
針
を
定
め
た
り
、
資
本
蓄
積
を
魏
税
や
强
制
貯
蓄
に
依
つ
て
强
行
し
.た
り
、
統

一
的
金
融
統
制
を
實
行
す
る
時
、
そ
れ
‘ 

が
自
由
に
任
さ
れ
た
場
合
の
國
民
の
需
耍
灯
充
足
ど
大
い
に
喰
ち
が
ふ
で
あ
ら
う
ヒ
と
ほ
想
像
杷
於
く
な
い
。
唯
今
日
で
は
個
人
は
全 

體
に
服
從
、
從
屬
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
立
前
か
ら
一
.
切
の
：'個
人
的
欲
望
は
公
的
，必
要
の
前
に
當
然
按
へ
な
け
れ
、ば
な
ら
な
い
の
で

.
パ
：̂

意
_

に
_

て

私

ば

經

機

愿

双

蒼

か

ら

出

發

し

：龙
：立
場
の

_

首

典

立*

に
計
«

經

濟

枇_

猶
ほ
次
•に
ご
。
三
推
論
P

過
程
に
於
け
，る
論
者
の
批
判
に
答
べ
ょ
ぅ
と
思
ふ
。 

,

證

養

の

漏

講
 

_

:1
_

_

_

_
1 :
_

:§
_

^

_

_何
凍
1 :
篇

係

; 1
屢

營
ま
れ
る
.と
い
ふ
こ
と
は
明
な
こ
と
で
^

る
。
苒
坐
產
.•の
爲
の
生
糜
と
い
ふ
.こ
と
.は
意
味
を
な
さ
な
い
。
資
本
主
義
機
構
に
於
て
^

業 

が
營
利
の
爲
に
營
t -

れ
、
生
產
力
の
發
展
の
.爲
^

資
本
の
增
殖
蓄
積
が
常
に
命
て
ら
れ
る
場
ん
ロ
に
於
“て
^.
、

生

產

の

最

終

の

結

果

た

る 

消
費
財
が
市
場
に
-於
て
捌
か
れ
得
る
か
ど
ぅ
か
と
い
•ふ
こ
と
：は
最
も
重
大
な
問
題
で
t

此
.點
資
来
家
の
社
#

的
權
力
を
^
て
し
て 

も
消
費
#

に
强
制
を
加
•
へ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
‘る
。
再
生
.產
行
程
‘が
皮
覆
さ
れ
擴
大
.さ
れ
る
爲
に
は
、
生
蔽
物
が
消
費
市
場
の 

需
要
祀
適
合
す
る
と
い
ふ
己
.と
が
ど
ぅ
し
.て
冬
必
耍
で
あ
る
。
生
南
關
係
は
同
時
に
分
配
關
係
を
も
規
定
し
、
勞
働
者
、の
所
得
は
貨
幣 

賃
銀
に
■依
存
す
る
も
の
で
あ
る
，か
、
人
が
何
を
需
要
す
る
か
は
人
の
主
觀
的
選
擻
に
依
據
し
‘
、
.
さ
れ
ば
結
局
に
於
て
社
#

に

於

け

.る
生
■ 

產
の
方
问
を
指
導
す
る
の
セ
あ
る
ヵ
經
濟
的
循
環
に
淤
け
る
消
釁
の
殺
割
緣
頗
る
篇
要
で
あ
る
.。
，

_

生
產
が
營
利
の
爲
に
行
は
れr

資
本
蓄
積
の
爲
に
繼
續
さ
れ
る
と
い
ふ
* .

本
主
義
經
濟
組
織
'に
於
て
も
*

需
要
を
無
視
し
た
b

之
を 

- 

■ 

' 

- 

• 

•

'

見
説
つ
た
坐
產
を
繼
續
す
る
-こ
と
^

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
固
ょ
り
營
利
的
行
動
が
需
要
と一

,

致
し
な
か
‘つ
た
り
-
莫
大
な
固
定
資
本

遍

轉
■

要
_

_

馨

_

纖

雇

看

行

i

養
通
霸
靡
本
の
戀
暴
を
衍
續

と
は
在
る
け
.
れ
ど
も
、
‘
そ
れ
は
決
し
て
資
本
主
義
の
一
般
的
^

姿
で
は
な
く
-

獨

，
占

資

本

主
_

と
‘嵴
ば
れ
る
時
代
に
龙
て
も
"
需
要
兄 

.

.

.釣
合
.は
な
い
で
生
產
が
營
ま
れ
る
^

A
1

は
身
續
き
し
な
い
の
で
あ
：る
。 

-
■

.

-
 

•へ

；

.

,
而
し
て
生
產
は
各
人
の
欲
望
滿
足
が
最
大
に
尨
る
樣
に
營
ま
れ
氙
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
.い
ふ
時
ご
人
は
屢
\

^

望
滿
.足
と
_い
4

竟
味 

•
を

感

覺

的

な

快

樂

唞

心

主

義

の

如

く

，に
誤
り
解
す
け
，
れ

ど

も

、
，
そ

れ

は

欢

し

.て

正

し

い

解

！
^

は

念

い

。

其

本

來

の

意

味

'^
各

人

の

經 

.

.戶
3

武
雄
考
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癀
料
濟
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職
能
倫
理
4 

•广 

,

二 

•七

C

A

U

S
 

, '



戶
-0
|
.武
雄
著「

計
盡
經
濟
ミ
職
能
.偷
理
.
.
，

_ 

〔 

•

ニ
八
.

(

九
：
K

o

.

,

,
 

-
• 

■ 

V
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• 

.

.

濟
上
の
欲
望
の
選
擇
が
原
則
と
し
て
個
人
诌
身
に
依
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
現
*

に
對
す
る
欲
求
，と
將
來
に
對
す
る
、 

顯
慮
と
の
間
の
決
定
も
- 

<肉
體
的
，欽

求

と

艚

神

的

な

欲

望

と

o'
間
^
決

定

も

、'其

他

總

て

わ

種_

の
欲
t

の
劁
當
，て
#

儆
人
の
決
意
に 

基
い
て
.行
は
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
意
味
で
あ
る
.0
而
し
て
此
事
は
之
ま
.で
_の

個

人

主

義

的

に

考

へ

ら
れ
て
涞
た
經
濟
社
會
に
於
て
當 

篏
ま
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
'°
斯
か
る
欲
望
追
求
ょ
り
电
れ
名
人
々
の
行
動
ば
、
現
代
の
經
濟
機
權
(0
.
’下
に
‘於
.て
比
營
利
的
行
動
と
し
て 

實
行
さ
れ
て
居
る
。
唯
^

單
に
.資
'本

家

丈

け
が
利
潤
の
追
灰
に
，於
て

營

利

的

■
で
あ
、る
と
い
ふ
の
、
で
な
く
、
總
て

，の
人

>

‘の
_
濟
行
爲
に 

於
て
交
換
を
通
七
て
貨
幣
.的

，利

益

を

ょ

$

多

V

#-
や
.う
と
す
る
こ
と
.に
依
つ
て
營
利
的
に
行
動
しV

居
る
‘の
で
あ
る
。
、
そ
れ
.は
決
し
て
パ 

マ
ン
チ
尸
ス
ク
ー
の
綿
絲
⑨
^
業
者
^
り
め
精
神
で
は
兔
わ
の
で
あ
る
。
資
本
家
の
營
利
欲
丈
げ
を
非
難
排
斥
，す
る
.の
は
*
多
く
の
場
. 

、合
己
れ
の
本
心
を
.か

く

し

て

手

前

勝

手

な

議

論

を

振

か

ざ

す

樣

な

感

を

與

、へ
て
滑
藉

&jQ,

る
P
.私
，は‘敢
て
營
利
心
を
ば
落
德
的
で
あ
.る 

と
い
っ
て
辯
護
す
る
氣
は
な
い
，が
、
正
直
に
人
間
必
自
己
保
存
打
本
能
如
ら
生
れ
で
た1

っ
緣
神
的
態
度
と
し
て
承
！
！
^
石
。
.經
濟I 

論
に
倫
那
的
說
敎
を
交
へ
な
ん
と
い
ふ
筆
者
の
立
前
か
^ '

い
っ
て
も
、
之
に
善
惡
の
判
斷
を
下
ず
こ
と
は
差
控
へ
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
o
_

‘，現
代
に
於
て
營
利
行
動
をK

c

定
し
た
り
之
を
.蔑
視
し
た
り
す
る
風
潮
が
.一
部
に
行
は
：れ
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
今
之
を
外
に
し
て
ど 

ん
な
經
濟
が
成
立
っ
で
あ
ら
ぅ
か
。
經
濟
生
.活
.を
道
®i

化
す
る
ビ
と
は
誠
に
結
糨
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
進
ん
で
營
利
行
爲
の
否
定
に
ま 

で
，行
き
過
ぎ
る
時
に
は
、
現
代
の
經
濟
は
破
滅
し
て
し
ま
ひ
は
せ
ぬ
.か
と
思
ふ
。

‘ 

• 

.

價
個
計
算
<7
)
.
推
論
に
於
て
、
筆
者
の
念
頭
に
在
る
價
値
概
念
は
.
オ
ー
.ス
タ
リ
i

限
界
效
用
學
派
.に
依
•
る

も

の

で

，
あ

る

。

ぺ

ー

み

•

パ
 

ゥ
ュ
ル
ク
は
筆
者
の
、最
も
尊
敬
す
る
學
絜
で
あ
る
。
限
典
效
用
學
派
に
ど
る
費
用
の
說
明
即
ち
歸
箅
理
論
が
循
環
論
法
の
强
行
を
犯
す 

と
い
ふ
非
難
は
ょ
ズ
聞
く
所
で
あ
る
、が
•

私
は
ベ
ー
ム
に
、於
て
旣
に
_

«)
:
.
'く
說
明
さ
れ
て
饵
る
と
艿
へ
る
。
根
本
的
生
辦
手
段
の
#

在
量
、

ン.
.

-

•
- 

V
 

. 

-

■

.t
:.
'.
-.
 

-

 

一-
 

:
■
.
’
 

. 
-
 

- -
 

-
 

..
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:

と
人
の
主
觀
的
評
價
と
い
ふ
前
提
か
ら
循
環
に
ょ
らf

說
明
が
で
き
る
ど
信
ず
る
。
ホ
：觀
的
評
惯
が
當
該
財
貨
の
/-
|
-
:箝
费
甩
や；

般
市

:歲

場
慣
楮
を
先
づ
與
.へ
ら
れ
な
け
れ
ば
宛
め
ら
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
之
は
確
に
其
通
り
で
念
る
。
併
し
此
際
注
意
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
主
觀
的
評
價
に
影
響
を
與
へ
石
の
は
人
A
の
現
在
ま
で
の
智
識
に
屬
す
る
市
場
值
格
で
あ
つ
'て
"
主
觀

的

評

價 

•が
決
觉
要
素
た
り
得
る
の
は
そ
れ
に
依
つ
て
成
立
せ
ん
と
す
る
所
.の
價
格
で
あ
る
。
人
は
.與
へ
ら
れ
た
る
事
情
の
下
に
於
て
豫
想
を
立 

て
、
評
惯
す
る
.が
，
此
豫
想
は
評
儐
の
究
極
の
規
準
で
は
な
ぐ
暫
定
的
に
11
*
.ま
る
の
で
.あ
る
。
市
場
の
現
實
の
豫
想
の
規
準
と
.變
ら
ぬ 

f
,
此
■豫
想
は
決
定
的
な
働
き
を
す
る
が
，、
併
し
現
實
の
前
に
は
此
豫
想
は
屢
々
吹
き
飛
ば
•さ
れ
て
し
ま
ふ
•の
で
あ
る
。
限
界
效
用 

•說
に
'循
環
の
誤
り
が
無
い
と
い
ふ
と
.と
は
、
，
私
は
ベ
ー
ム
の
價
値
論
に
盡
さ
れ
て
居
る
と
考
へ
る
。
ヶ
ッ
ペ
ル(

L
e
o

 

K

o:p
p
e
l
)
Q
.
'

 

G
r
e
n
z
n
u
t
z
e
n
t
h
e
o
r
i
e

'ci
n
d

 

IVTarxismuw 

l'o
OJ
o
及
び
'フ
ロ
イ
.ゲ
ル
'ス
の
：Da

s
.

 Encie 

des 

G
r
e
a
z
n
u
t
z
e
n
t
h

rt>=orie ?

1
9
2tr
は
そ
れ 

ブ
ハ

リ
ン
及
び
ォ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ

ー
の
部
難
に
答
へ
て
べ

ー
ム
に
依
據
し
つ
ゝ
效
用
說
を
擁
護
せ
る
小
册
子
で
あ
る
が
、
其
中
に 

も
委
細
は
盡
さ
れ
て
.居
る
と
思
ふ
。
猶
ほ
オ
ー
ス
ト
リ
ー
學
派
と
數
理
學
派
の
，見
解
と
の
間
杧
は
、
私
の
考
へ
で
は
相
容
れ
ざ
る
障
害 

は
な
い
と
考
へ
る
。
.後
者
は
經
濟
的
量
の
郝
關
々
係
を
凾
數
方
程
式
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
其1

づ.一

つ
を
取
つ
て
因 

果
的
說
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
筆
渚
は
嘗
て
本
誌
第
三
十
卷
十
號
に
於
て
ハ
ン
ス
*
マ
ィ
ヤ
ー
の「

凾
數
的
價
格
論
の
認
識
價
©」

ど
い
ふ
論
文(
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ionalen 

p
r
e
i
s
t
h
e
o
r
i
e
s

を
，紹
介
し
て
此‘點
に
關
す
る
見
解
を
述
，ベ
た
と
と
，が
あ
る
。

•

“

,
猶
ほ
論
者
は
貨
幣
に
依
る
評
債
に
.關
む
て
筆
者
が
力
り
セ
ル
流
の
.債

値

論

無

用

黻

紊

利

用

1

て
居
る
こ.と

を

指

摘

せ

：ら

汴
.て
.居

る
0
; 

パ
私
の考へではヵグセル，ゆ無
用
論
を
唱
へ
つ
實
際
に

a
.
限
界
效
•用
說
を
援
用
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
經
濟
原 

論

の

初

め

の

部

分

を

讀

ぬ

，ば

判

る

と

.思
ふ
。
唯
々
ベ
，丨
ム
は
人
々
の
主
觀
的
欲
望
.の
相
互
比
較
測
定
が
可
能
で
あ
，る
樣
に
說
い
て
居
る 

.
が
ク
此
點
筆
客
は
べ
ー
ム
と
意
見
を
異
に
す
る
。

■

.
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V.

•努
饊

惙

値

說

に

關

す

る

筆

者

の
.考
へ
方
ぬ
痛
く
論
者
の
氣
に
人
ら
な
か
つ
た
樣
で
あ
る
が
、
筆
者
は
此
.點
％
獨
_
性
に
乏
：し

い

次

第 

足
あ
る
が
、

ベ

ー

ム
.流
の解

！
：

に
賛
成
す
，る
の
で
あ
る
。
種
々
'雜
多
な
勞
働
を
比
較
す
る
爲(

に
は
^

、う
し
.て
^
>
共

通

な

惯

値

の

：
尺

'
度

が
 

必(

要
で
^,
り
、
ぞ
.れ
は
勞
働
の
價
値
坐
產
力
で
あ
る
と
考
'へ
る
。

而

ム

で

其M

の
決
^

に
は
皆
働
の
坐
產
物
の
價
値
が
決
定
的
な
影
. 

瞥
を
持
つ
.の
セ
あ
る
。
■ど
ん
な
社
#
關
係
に
依
V
，
或
は
ゼ
ん
な
政
敗
カ
が
社
會
的
年
均
勞
働
時
間
や
社
會
机
必
要
勞
働
董
の
意
味
を, 

決
定
し
ょ
う
と
し
て
も
、
勞
働
の
坐
產
物
に
對
す
る
評
價
の
影
響
力
を
無
視
し
て
は
合
理
的
で
理
解
し
得
.な
，い
.と
.い
ふ
の
：が
私
の
見
解 

で
.あ
る
。
勞
働
の
.物
質
的
技
術
係
數
に
依
つ
ズ
比
率
を
計
ら
う
と
い
ふ
一
つ
の
案
は
、
勿
論
極
端
に
技
術
的
.に
見
た
一
つ
の
案
で
あ
つ
' 

て
，
そ
れ
がt

ル
ク
ス
，流
の
考
へ
.だ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
唯
價
値
を
無
視
し
た
一
つ
の
案
を

例
#

て̂

見

た

ま

セ

.

.

.
の

?:
i
で

"あ
る
。.
.

,

X
私
は
結
論
に
於
て
社
會
主
義
的
經
濟
針
算
’の
不
可
能
，を
斷
定
し
た
が
ぃ 

'同
時
に
當
^

の
~經

浒

胳

,

か
ら
再
び
自
由
へ
戾
れ

V

一
 

切 

’
の
統
制
を
駿
せ
ょ
な
ど
と
主
張
し
た
.と
と
.は
、な
V
。
國
家
的
計
畫
經
濟
ょ
り
も
自
主
的
籁
制
組
織
を
通
じ
て
過
去
の
自
由
主
義
組
織
が 

果
し
た
經
濟
上
の
任
務
を
實
行
す
る
の
が
ょ
い
と
思
つ
’た
の
で
あ
る
。
.

.
最
後
に一

言
著
者
に
.申
上
げ
た
い
こ
.と
は
、
他
人
め
說
を
肌
評
せ
.ら
れ
る
愈
ら
ば
、
今
少
し
く
用
語
を
注
意
せ
.ら
れ
て
無
作
法
な
言 

辭
を
濫
用
せ
，ら
れ
ぬ
樣
に
獺
ふ
も
め
で
あ
る
。
，何
の
怨
恨
も
な
い
の
に
恥
を
知
ら
ぬ
か
な
ど
、
V
ふ
様
な
意
味
の
、と
.
.と
^
投
げ
か
.け
れ 

ば

、
勢

；

5

撼
情
的
、
に

も

限

隔

を

惹

起

し

易

く

、

_
論

ほ

喧

嘩

に

な

ら

ぬ

士

も

限

ら

ぬ

で

あ

ら

う

.°
人

間

の

弱

點

か

も

知

れ

ぬ

が

脔

言

葉 

に
は
賈
言
葉
に
，な
る
惧
れ
の
多
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
議
論
に
は
相
當
の
禮
を
以
て
し
、
つ
ま
ら
ぬ
感
情
的
刺
戟
の
種
と
な
ゎ
易
い
形

, 

容
詞
は
省
か
れ
た
方
が
よ
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

.

.

パ

,

'私
は
レ
1
デ
ラ
1
の
說
を
數
年
振
り
に

通
讀
し
て
見
て
、
彼
の
考
へ
方
が
社
會
主
義
の
爲
に
餘

り
.に
も

樂
觀
的
で
あ
名
の
を
W

び
痛
'

へ
感
す
る
，の
.み
で
あ
.る
。
彼
に
於
て
'社
會
主
義
的
な
費
用
訃
箕
は
少
し
^
解
決
せ
ち
れ
て
.居
ら
.ぬ
と
#
ず
るo

.
.
®
p

戶
田
氏
に
し
て
へ
生

靡
素
め
經
濟
計
算
を
蠢
的
價
値
に
依
ら
ず
に
•合
理
的
S

行
し
て
得
ら
れ
る
と
い

ふ
成
算
を
持
た
れ
.る
I

ば
御
敎
示
を

い
もQ

.

で
•あ
る
。

.

.

, 

*

，
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^
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^

^
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